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論 文 内 容 の 要 旨 
 共役リノール酸(CLA)は、リノール酸の幾何および位置異性体の総称であり、その一次工業製品(FFA-CLA)は




































法は、MAG が 5°C で固化して反応系外に排除されることを巧みに利用したものである。また、P. camembertii




いて9c,11t-CLA をラウリルアルコールで優先的にエステル化することによって、9c,11t-CLA と10t, 2c-CLA
を高純度に精製できることを明らかにしている。また、Rhizomucor mieheiリパーゼを用いて、一旦 CLA をト
リグリセリド化した後、基質特異性が高いC. rugosaリパーゼで加水分解することによって、9c,11t-CLAを優
先的に得るとともに、残渣から10t,12c-CLAを回収する方法についても提案している。第４章では、以上の成
果を総括している。 
 以上のように、本論文は、共役リノール酸のモノグリセリド化と分離精製について検討した結果をまとめた
ものであり、得られた成果は、酵素工学、広くは生物工学の発展に寄与すること大である。したがって、本論
文提出者は、博士（工学）の学位を授与される資格を有するものと認める。 
 
